
神奈川県作業療法士会平成１７年度第 9回理事会議事録 
日 時：平成 18年 4.月 11日 

18：50～20：45 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：長谷川、錠内、浅海、亀ヶ谷、作田、錠内、鈴木、田中(秀)、長谷、松藤、松本、三川、
田中(節)、 
理事外：名古屋（県学会の実行委員長候補）、岩野、澤口、池田、奥原、山田、鳥畑 

議 題 内 容 

1．会長挨拶 
 
 
 
2．総会運営の確認 
3．臨床報酬改定に伴う講
習会について 
 
 
 
 
 
4. 三役会報告 
 ①法人対策推進委員会

（鈴木） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学術部（三川） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新年度の開始、診療報酬改定で各職場はあわただしい時期。今回は総

会前最後の理事会のため議題をしっかり審議したい。 
神奈川県に OT養成校が開講した。（大学 4校、専門学校 3校） 
 
 
・ 参加予定人数 120名（今週末締め切りのため増加する見込み） 

会員定員約 150名だが、超過しても受け付ける。 
コメンテーター：身体障害領域 清水副会長 伊藤氏 
        介護老年期領域  佐藤氏 
        発達障害領域   山崎氏 
        精神障害領域   沢口氏 
 
 
4月 22日報告内容確認 
総会成立後、法人化に関する報告をする。 
詳細については県士会 HP上に随時情報が掲載済みのため、報告を中
心に実施する。 
 
＜質問および意見＞ 
浅海：報告内容に会費値上げ分の使用プランを提示できると理解しや

すいのではないか？ 
鈴木：報告内容の中に、決算報告の内容は入れられない。 
   しかし、委員会事業計画の中に記載済み。総会の審議の中で必

要に応じ答える。 
    
生涯教育講座受講料徴収について 別紙資料あり 
本講座は県から助成金を受け実施している事業のため、県士会員以外

からの参加費の徴収、また講座の企画面で講師選択に助成金内では制

約他大きいため企画の幅が拡大する。 
しかし、会計報告が煩雑になる。（県からの助成金に対する報告と収

入に対する報告） 
参加費：500円～1000円位 
 
＜質問および意見＞ 
錠内：生涯教育講座の一般市民向け等の公益性を含むのか？ 
鈴木：各県とも団体に対する助成は削減傾向にある。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③福祉用具検討委員会 
（亀ヶ谷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④財務部（長谷） 
 
 
 
 
 
 
 

 ①助成金の今後の継続性はあるのか？ 
 ②非会員には、県からの助成金を反映しなくても良いのか？ 
→長谷：助成を受けている講座（神奈川県作業療法士生涯教育推進事

業として県から委託を受け実施している。内容：職場管理者

養成講座・実習指導者養成講座）はあくまでも県内の作業療

法士対象としているものである。利益を上げられる事業では

ない。会計報告は、２本立ては不可。若干の不足分は補正予

算で調整。県士会は資料代として、非会員及び県士会員から

徴収することは可能。事業収入とすることはできる。 
 会長：神奈川県に作業療法士を定着するため毎年助成を受けてきて

いる。参加費の徴収はできない。講座の趣旨からも反する。 
会長：会費徴収は県士会員とその他の格差をつけるためか？ 
  →三川 格差と収入増を見込んでいる。 
浅海：助成金（１５万円）以内で、企画を立てるようにしたほうが良

いのではないか？超過する可能性があれば、事業予算案の段階

から計画してほしい。 
→担当者には理事会結果を部長から説明する。 
 
活動報告 
１． 多職能団体からの専門相談員派遣の依頼の件 
・神奈川県社会福祉協議会 県民活動推進部より 
福祉用具専門相談員（平成２０年まで継続予定） 

→推薦・派遣員  検討中 
２．「福祉用具・住宅改修にかんする PT・OT人材養成等連絡会」に
ついて  

  全５日間開催 
参加人数：県内 OT２０名 PT３６名 
来年度も同研修開催予定、現在企画調整中。 

３． 今後の連絡会の活動内容について 
連絡会：１回／１～２ヶ月開催 次回平成 18年 4月２５日 
参加者：亀ヶ谷 大竹 

＜検討事項＞ 
平成１８年度「PT・OTスキルアップ研修」の企画・開催 
福祉用具の適合相談体制構築へ向けて環境整備に関する検討 
→審議繰越 
 
会計報告内容の確認 
・ 福祉用具検討委員会の会計報告内容で確認が必要。 
→部長に確認する。 
・ 現時点での来年度の予備費が５万円弱は、危機的な状況。 
来年度は収入増をする必要あり、または各部の事業内の予算を削

減する必要もある。 
・ 各部毎に、予算内で事業運営を行う、または事業内容を削減し予

算内で実施する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．その他 

・ 各部ともに経費節約に努めてほしい。 
財務部では未納者の会費徴収のため、学術部主催の講習会で、会費

受付を実施したが、それには交通費等の諸経費が発生するため、本年

度は後半回数を減少した。その反面、会費納入率の改善は困難になる。 
＜質問・意見＞ 
錠内：本来の費用は、必要経費として運営していく考えではいる。 
鈴木：積立金の１０万円の使用目的は何か？ 
 →県士会の財産分。緊急時の費用。現在約１４５万円。 
  活動経費には当てられない。 
会長：会費納入率７０％は改善しないといけない。何か考えはある 

か？ 
→鈴木：協会費との一括納入はどうか？ 
 田中：繰越金の減少、会費納入率の低下は危機的な状況 
    方策を検討して必要あり。 
浅海：出納帳内容一部確認 
 →財務部 確認 
長谷：予備の減少＝補正予算困難  
対策：各部で予算を削減していく。 
   企画は予算内でマネージメントする。 
   （予算内であっても削減に努める） 
   県士会費の納入率の増加。 
予算案最終確認 
各部共調整内容なし、会計監査後各部からの残金を回収し総会資料作

成する。 
・平成１８年４月１５日土曜日  
県士会事務局にて平成１７年度会計監査実施予定。 
スケジュール確認。 
 
・平成１８年４月２２日土曜日 
１３：００ 医療保険診療報酬改定について 
１５：１５ 第２６回総会開始 
 
・平成１８年度の理事会開催日程予定 
本年度同様火曜日開催予定 
（５月より隔月開催） 

 
 以上 

報告者：野本義則 書記：鳥畑真理子 
文 責：錠内広之 


